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２．事業の概要

（1）教学事業の概要

①

②

③

④

部門 内容
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⑤

（2）施設・設備事業の概要

①

②

③

④ ➀

⑤

部門 計　　画 実　　績
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３．財務の概要

（1）決算の概要

①収支計算の状況

ｱ）　資金収支計算書
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ｲ）　活動区分資金収支計算書
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ｳ）　事業活動収支計算書
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貸借対照表の状況
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①収支計算書
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ｲ）　活動区分資金収支計算書
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ｳ）事業活動収支計算書
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（3）主な財務比率の推移
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② 主な財務比率のグラフ表示と内容の説明
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当年度、相模湖セミナーハウス売却に

伴う除却で、減価償却号累計額が減少

し、有価証券等の運用資産が増加した

ことにより、積立率はアップした。

収入では高校の生徒数の増加で学納金

が増加、ETFからの配当金が増加した

こと、並びに経費支出の削減で、前年

度比3.1％の増加をみた。
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令和6年度は、第一次中⾧期計画（2020年度～2024年度の5カ年計画）の最終年度となり

ます。計画初年度に掲げた目標は、⾧引くコロナ禍、デフレ、少子高齢化、エネルギー

価格高騰（海外情勢の影響を含む）といった逆風に直面しながらも、徐々に困難を乗り

越え、ようやく学園全体にかつての活気が戻りつつあります。

こうした状況のもと、2025年度から始まる第二次中⾧期計画の策定に向け、各部門の

主要スタッフや新たなスタッフを中心としたプロジェクトチームを編成し、様々な重要

課題とその対応策について検討を進めてまいりました。今後、予想されるさらなる少子

化への対応として、持続的な成⾧と安定的な経営を目指し、学園が誇る人的資産および

物的資産を最大限に活用し、次のステップへと進む具体的な道筋を明らかにしてまいり

ます。

学園財政の安定基盤は、園児・生徒・学生の確保にあることは変わらず、最重要課題

です。少子化の影響を受けつつある私立学校全体においても、教育の質向上や支援制度

の充実に向けた取り組みが各所で進展しています。当学園としては、地域連携による短

大・高校・幼保部門の強み、そして差別化戦略を生かしながら、社会に貢献できる次世

代のグローバル人財の育成を目指し、新たな戦略を打ち出していくことが重要と考えて

います。

また、各部門では以下の課題を共有認識し、理事・教職員が一丸となり、積極的かつ

迅速に対応していくことが求められます。

・教育・研究改革を通じた新たな価値の創造

・2025年度開始のガバナンス改革を見据えた私立学校法改正への対応

・中⾧期視点での学校経営推進（以下の項目を含む）

1.適切な人財確保と定着化

2.学園全体および地域社会への広報活動の強化

3.ICT活用による業務効率化と情報共有の促進

4.高校・短大・認定こども園・保育園間の連携と相互交流の活性化

5.各部門での新たな顧客層開拓

6.保有資産の有効活用および主要施設の更新準備

これらの課題解決に向け、全学的な意識の共有を図りながら、組織の総力を結集して

取り組んでまいります。
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